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表 2 第 1回 試験 (1974116～ )1ま た が き
オガタズは0-N比 が高く,作物に N飢餓 をIEいた
り,あ るいは,そ の成分の一つであるフェ′―ル性の

酸が生育を阻害 した りすることが知 られている。叉,

水分が低くなると水をは じくので,千ばつを誘発する
ことも考えられ,ォ ガタズを成分とした有機物の施用
には,充分な注意が必要である。 しか し,実際には,
充分に堆肥化されずに耕地へ投入されることも多 くみ

られ,そ の施用による影響や効果について,早急に検
討する必要がある。

そこで,本試験は,よ り良質の堆肥を得ることが,

堆肥施用の基本 と考 え,ォ ガタズを家畜の敷料として

利用 した場合のオガタズの堆肥化について検討したも

のである。

2 材料および試験方法

1 材料 :オ ガタズ (国内産針葉樹材 ),オ ガ牛糞
(敷料としてォガクズを 5日 間入れた肉牛糞尿 ),オ
ガ鶏糞 (オ ガ牛糞同様に70日 間用いたブロイラー糞尿 )。

糞尿とオガタズの割合は,オ ガ牛糞で45対55,ォ ガ鶏
糞で80対
"で
ある。夫々の化学的組成を表 1に示す。

表 1 材料の化学的組成
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(3回 の試験の平均値 )

2 試験方法 :冬期 2回 ,夏期 1回 実施 (表 2～ 4)。
ビニールシートで覆い.屋外に放置 した。そして,温
度を経時的に測定 し,温度低下を切 り返 しの目安とし

た。切 り返 しは,各試験とも 4回実施 した。又,切 り
返し毎に,サ ンアルを採 り,形状の観察と化学分析を
行なった。

拿比は,ォ ガ牛糞 :オ ガ鶏糞
●●コンフレタサーは空気の拡散がうまくなく中止
中Ⅲ ①水分% ② C― N比

表 4 第 3回試験 (197,1126～ )

ネいずれの区もオガ牛糞 :オ ガ鶏糞 `:4
梓①水分
` 
② C― N比

％

¢

区  名 ガ
糞
オ
鶏

ガ
糞
オ
牛 堆 積 方 法 備  考

1対照区

2蕉語震
3  
番

積

4誇整2
5窯驚菫

100: 0

67: 33

l oO : o

100: 0

,0:lo

2ix 2nLx t5:,t
2.6 ton
2mY.2^x 15tL
16 toa
2^x2tuxu3m
O7 torl
znx2nLx l5''r

16J2.2 ton
3rx3ntx 15rr
6.7 totr

5日 間天日
乾燥

陪酵菌

“

″

表 3 第 2回試験 (197,`24～ )

区 名中 堆積 方 法 空気供給 “ 備考
幸
“

２
菌

２
Ｎ
　
４

４
枕

４
菌

‥
酵

・
・
灰

・
・　
‥
　

・・
酵

８
発
　
８
石
　
６
　
６
木

６
発

１

２

３

４

５

■5■X32X3■
7 5 tOn

ク

15π ×52X3■
7 2 tOn

ク

″

tfr

(対現物)

材 料 囃
水分 pH

T‐
(Nり 郡

T― K
(輔

一
比

オガクズ

オガ牛糞
オガ鶏糞

２
紘
４

４
れ
認
・『
輌

α

ａ

ｃ

Ｏ

α

２

005
03'
142

５６

２

，

区  名 堆 積 方 法拿
●●

調 篠 日標
備  考

t標準区
2煮覇菫
ζ票鵜と
4璽書量

5π X 5,X2■
9 tOn

タ

5掟 X5π×2●
6 tOn

2区に同 じ

②̈ｌＯ　ク　①４５②‐２魯̈

切 り返し毎に
表部創離

発酵菌36″

稲わ嚇 加率14
″水 分12
発酵菌

“

初
5日 毎切り返 し



-162- 東 北 農 業 研 究  第 21号 (19フ 8)

6 試験結果及び考察

` 
温度経過 :図 1～ 2。 好気条件にあるものが高

い腐熟温度を得ている。 しかし,堆積高を低くけLり ,

切り返 しをひんばんに行なうのは,外気温の影響を強

くうけるので,か えってマイナスである。

ので,悪臭防止や汚水処理に効果的であり,堆肥化に

際 し,1巴料分の回収や水分の調整に効果的だとされて

いる。したがって,ォ ガクズを家畜の敷料に用いるの

は非常に理にかなった方法だといえる。又,ォ ガ牛糞

の0-N比 は20～ 50,ォ ガ鶏糞のそれは10前後と,堆
‖巴化するにも都合の良い値となっている。

ォガタズの堆 1巴化には,易 分解性有機物の分解及び

生育阻害物質除去のためのアルカリ側における発熱発

酵 と, ソグニン等の難分解性木質の分解のための常温

発酵とを有効に組み合わせる必要がある。

図 5に ,オ ガクズ堆肥調製法をまとめてみた。これ

で,ほぼ上記の条件を満足することができる。

しか し,障害性の除去に閲 しては,ま だ不明の部分

もあ り,今後,更 に検討を続けてい く予定である。
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図 2 温度経過 (第 5回試験 )
2 pH:堆 積直後から上昇しは じめ, 約 60日 前後
でピータ(pH9前後 )をつくる。この変化は,温度経

過 と比較的よく一致しており,腐熟経過の追跡方法と

して検討の余地があると思われる。

3 水分 :オ ガ鶏糞添加や天日乾燥では,長期的な

水分調整は困難である。稲わら添加や表部刺離 して,

通気性 をよくし,余分の水分を揮散させるのが,水分

調整には,効果的なようである。

4 添加物 :発酵菌や石灰 Nの 添加は,あ まり効果
がない。これは,糞尿が混入 しているので,C― N比

が低くな り,叉,微生物や無機成分にも富むので,特

に発酵促進剤を使用しなくとも充分に発酵が促される

ためだと思われる。

5 その他 :揮発分,灰分,有機物,無機成分, C
―N比 ,腐熟度 (奥田法 )等の分析を行な ったが,腐

熟に伴 う傾向的変化は見 られなか った。

4 ま  と  め

ォガタズは60～80%の 孔隙率を持 ち,自 重の 2～ 3

倍の水分を保持でき,極性気体や陽イオンを吸着する
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図 6 オガ′ズ堆肥調製法 (ま とめ )
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